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望尾ぉ
子

え市し

歳

-
ぴ
私の13¥るさと

。
私
の
家
族

中
学
校
で
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

総合公園で緑化まつり
ツツジの花満開の総合公園で緑化まつ

り(4 月 29 1 1~ 5月 1fl) が聞かれ、花

や苗木のプレゼント、野外ステージショ

ーなどに人気が集まった。なお、総合公

闘はこれからパラの花の時期を迎える。

av合
唱
団
の
会
員
募
集

平
塚
混
声
合
唱
団
で
は
会
員

を
募
集
し
て
い
る
。
音
楽
の
楽

し
さ
英
し
さ
を
求
め
て
ニ
十
年
。

練
習
は
毎
週
日
附
臼
の
午
後
、

中
央
公
民
館
。

問
い
合
わ
せ
は
、
平
塚
混
声

合
唱
団
事
務
局
(
氾
話
加
|
五

三
三
八
)
へ
。

A-平
塚
あ
る
く
会
例
会

マ
日
時

5
月
日
日
(
日
)
降

水
確
率
刊
軒
以
上
の
場
合
お

臼
(
臼
)
、
以
後
中
止

・
集
合
平
塚
駅
北
口
改
札
付

近
、
午
前
8
時
、
参
加
自
由

マ
コ
l
ス
平
塚
駅
l
谷
峨
駅

-・・
大
野
山
・・・鍛
冶
屋
敷
・・・
山
北

駅
l
平
塚
駅

マ
持
参
す
る
物
弁
当
、
水
筒
、

雨
品
、
交
通
貨

一
千
三
十
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
あ
る

く
会
事
務
局
(
電
話
出
l
三
O

六

O
)

-
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
ぼ
う

ば
る
ろ
ん
ふ
ら
ん
せ
で
は
会

-U
(多
少
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
せ

る
方
)
を
募
集
し
て
い
る
。
フ

ラ
ン
ス
人
講
師
を
中
心
に
フ
ラ

ン
ス
語
や
文
化
を
学
ん
で
い
る
。

練
習
は
毎
週
水
耐
自
の
午
後
、

中
央
公
民
館
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ば
る
ろ
ん

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で
問
い
合
わ

せ
が
附
え
て
い
る
。
問
い
合
わ
せ
を

い
た
だ
い
た
と
き
に
は
、
既
に
決
ま

っ
て
い
る
物
も
あ
る
の
で
ご
了
承
究

不
m
H
m
O録
削
減
は
、
地
峻
づ
く

り
保
市
民
生
活
係
(
内
線
二
六
三
)

へ。
。
隷
り
た
い
物

神
田
高
校
学
生
服

(男子
m
H
J川)
、
ニ
{日白打川校学生

服

(男
子
m
t削
向
シ
M

川
)
、
ベ
ピ
l

:iaa謹言筆記富田

手
ま
り
の
柄
は
全
部
で
特
種
類

ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
長
女

と
、
野
球
に
夢
中
な
小
学
四

年
の
長
男
と
の
四
人
家
族
で

す
。
五
月
の
連
休
に
は
み
ん

な
で
ふ
る
さ
と
栃
尾
市
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。

@
私
の
ふ
る
さ
と

新
潟
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

り
、
水
と
緑
と
織
物
の
ま
ち

が
私
の
ふ
る
さ
と
栃
尾
市
で

ぶ
と
ん
、
ハ
イ
チ
ェ
ア
、
マ
タ
ニ
テ

イ
用
品
、
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
中

学
男
子
学
生
服

(黒
、
m
H
Y
M
川上

下
)
、
鹿
市
中
、
座
い
す
、
山
手
明
日
机
と

い
す
、
パ
イ
プ
ベ
ッ
ド
、
パ
イ
プ
衣

鎖
掛
け
、
子
供
用
た
ん
す
、
セ
ミ
ダ

ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、

物
置
、
ふ
と
ん
乾
燥
機
、
ジ
ュ
ー
ス

ミ
キ
サ
ー
、
ホ
ッ
ト
サ
ン
ド
、
ダ
イ

ヤ
ル
メ
以
包
括
、
点
ヒ
沿
気
ス
タ
ン

す。
雪
国
の
た
め
、
道
路
を
挟

ん
で
両
側
に
雁
木
(
が
ん
ぎ
)

が
約
二
J

M
に
わ
た
っ
て
続

い
て
お
り
、
市
の
街
強
み
の
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は

毎
年
四
月
二
十
九
日
か
ら
五

月
三
固
ま
で
聞
か
れ
る

H

栃

尾
の
手
ま
り
祭
り
。
を
紹
介

し
た
い
で
す
ね
。
郷
土
に
伝

わ
る
「
手
ま
り
」
を
会
場
に

展
示
し
て
、
即
売
さ
れ
ま

す
。
女
性
に
人
気
の
あ
る
お

祭
り
で
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
い
つ
も
ふ
る
さ
と
を
思
い

出
し
ま
す
。

。
平
塚
に
住
ん
で
の
感
想

家
の
近
く
に
あ
る
総
合
公

ふ
ら
ん
せ
事
務
局
(
屯
話
加
|

0
2一
六
八

・
午
後
6
時
以
降
)

へ。.
湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー

マ
期
日
等

-
5
月
四
日
(
火
)
「青
い
目
の

政
治
診
断
」

湯
河
原
町
会
議

員

ツ
ル
ネ
ン

・
マ
ル
テ
ィ
氏

・
6
月
2
日

(水
)

「ワ
ー
プ

ロ
と
パ
ソ
コ
ン
通
臼
を
ど
う
い

か
す
か
」
東
京
工
業
大
学
助

教
授
市
川
伸
一
氏

マ
時

間

午

後
5
時
3
6時
特

下
J，フマ

会
場
東
海
大
学
湘
南
校
舎

内
松
前
記
念
館

ド
、
エ
レ
ク
ト
1
ン
、
じ
ゅ
う
た
ん

(
6
位
)
、
手
動
編
み
機
(
太
糸

用
)

〈〉
贈
っ
て
ほ
し
い
物

B
型
ベ
ビ
ー

カ
ー
、
犬
用
サ
ー
ク
ル
、
お
も
ち
ゃ

箱
、
洋
服
だ
ん
す
、

二
段
ベ
ッ
ド
、

ひ
じ
付
き
回
転
い
す
、
冷
蔵
郎
、
剣

道
防
具
、
子
供
用
自
転
車

(usu

マ
問
い
合
わ
せ
先
取
海
大
学

湘
南
公
開
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

(屯
話
回
|
一
一
一
一
一
)

-
コ
ー
ラ
ス
会
員
募
集

ま
ど
か
コ
ー
ラ
ス
で
は
会

μ

(
四
十
五
歳
ま
で
の
方
)
を
募

集
し
て
い
る
。
会
員
は
現
在
四

十
一
人
。
女
性
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
で
、
練
習
は
毎
週
金
眼

目
の
午
後
、
中
央
公
民
館
。

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ど
か
コ

ー
ラ
ス
事
務
局
(
電
話

M
l八

二
八
ニ
)
へ
。

-
い
か
だ
チ
ー
ム
募
集

相
模
川
イ
カ
ダ
く
だ
り
の
出

場
チ
l
ム
を
募
集
し
て
い
る
。

マ
期
日

8
月
1
日
(
日
)
午

前
9
時

t、
延
期
の
場
A
H
は
8

月
8
日

(
円
)

マ
コ
l
ス
相
模
川
(
神
川
橋

3
馬
人
柄
)
約
5
J
M

マ
問
い
合
わ
せ
先
相
模
川
イ

カ
ダ
く
だ
り
実
行
委
員
会
事
務

局
(
屯
話
幻
|
二
四
八
六
)

-
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

マ
日
時

6
月
4
日
(
金
)
午

後
7
時
開
演

マ
会
場

中
央
公
民
館

マ
演
奏
ピ
ア
ノ

田
部
京
子

マ
曲
目
シ
ョ
パ
ン
作
曲
ポ
ロ

ネ
ー
ズ
第
7
番
変
イ
長
調
、

三

善
晃
作
曲
ア
ン

・
ヴ
ェ
ー
ル
ほ

カマ
入
場
料
大
人
四
千
円
、
高

校
生
以
下
二
千
五
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
湘
南
音
楽

協
会
(
屯
話
れ
1

二
四
八
六
)

・

一
寸
法
師
の
会
員
募
集

サ
ー
ク
ル

一
寸
法
師
で
は
、

会
員
を
募
集
し
て
い
る
。
影

絵
、
紙
芝
居
に
興
味
を
持
つ
人

な
ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
。
練

習
は
宵
少
年
会
館
。

問
い
合
わ
せ
は
、

一
寸
法
師

都
務
局
(
電
話
詑
|
七
六
ニ
六
)

へ。

A-定
期
演
奏
会
を
聞
く

マ
白
時

5
月
日
日
(
土
)
午

後
6
時
開
演

マ
会
場
市
民
セ
ン
タ
ー

マ
出
演
平
塚
室
内
合
奏
団

マ
曲
目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲

交
抑
曲
第
刊
番
ト
短
調
、
ゼ
ン

プ
レ
l
ニ
作
曲
フ
ル
ー
ト
の
た

め
の
ト
リ
オ
、
ス
ザ
1
ト
作
曲

ス
ザ
l
ト
組
曲
ほ
か

マ
入
場
料
八
百
円

マ
問
い
合
わ
せ
先
平
塚
室
内

合
饗
団
事
務
局
(
電
話
乱

l
O

三
八
七
)

••• 

図
が
い
い
で
す
ね
。
美
術
館

・

も
含
め
て
、
今
ま
で
の
平
塚

"

と
は
違
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
し

一

ま
す
。

一

総
合
公
園
は
イ
ベ
ン
ト
も

一

多
く
よ
く
行
き
ま
す
が
、
芝

一

生
が
痛
め
つ
貯
ら
れ
て
い
る

一

の
を
見
る
た
び
に
、
何
と
か

一

で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
ま

一

す

ね

。

(

中

原

)

一

〈募
集
〉
自
分
の
ふ
る
さ
と

一

を
語
っ
て
い
た
だ
く
コ
1
ナ

一

l
。
ふ
る
さ
と
の
紹
介
、
平

一

塚
に
住
ん
で
か
ら
の
感
想
を

一

お
寄
せ
く
だ
さ
い。

一

O
送
り
先

〒
加
平
塚
市
浅

一

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

一

広
聴
課
「
私
の
ふ
る
さ
と
」

砂

係

(
内
線
三
一
四
)

“

i
lJ
:

・
子

供

の

問

題

中
学
生
の
A
子
さ
ん
は
、
あ
る
日
突
然
学

校
に
行
き
た
く
な
い
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

両
親
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
と
問
い
つ

め
た
と
こ
ろ
、
以
前
学
校
で
あ
っ
た
嫌
な
と

と
な
ど
を
話
し
て
き
た
の
で
し
た
。
し
か
し
、

そ
ん
な
些
(
さ
)
細
な
と
と
で
休
ま
せ
ら
れ

な
い
と
無
理
に
行
か
そ
う
と
し
ま
し
た
が
、

が
ん
と
し
て
行
か
な
い
A
子
さ
ん
に
、
困
り

果
て
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
ま
で
の
A
子
さ
ん
は
、
忙
し
く
働
い
て

い
る
両
親
の
手
伝
い
を
よ
く
す
る
近
所
で
も

評
判
の
子
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
ん
な
A
子

さ
ん
が
、
今
で
は
両
親
の
困
る
よ
う
な
こ
と

ば
か
り
し
て
し
ま
い
ま
す

3

体
の
具
合
で
も

悪
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
両

親
は
考
え
ま
し
た
。

実
際
に
会
っ
た
A
子
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と

受
け
答
え
の
で
き
る
子
で
、
徐
々
に
自
分
の

小
さ
い
時
の
こ
と
も
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

両
親
の
言
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て
、
両
親
に

「
川

2
積
紙
F

Ui'

一

U
士
侃
切

FF宮崎判

心
配
を
か
廿
な
い
よ
う
に
、

A
子
さ
ん
な
り

に
碩
張
っ
て
き
た
の
で
し
た
。
高
学
年
に
な

り
自
分
に
も
自
信
が
つ
い
て
、
学
校
で
も
い

ろ
ん
な
役
を
や
り
だ
し
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
「
困
っ
た
時
、
だ
れ
か
に
話
し
た

か
っ
た
。
で
も
、
そ
ん
な
時
、
お
母
さ
ん
は

い
つ
も
妹
と
話
し
て
い
て
、
自
分
が
そ
の
聞

に
入
っ
て
話
す
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
。

一
人
、
の
け
者
に
さ
れ
て
い
る
み
た
い
に
思

っ
て
い
た
」
と
、
今
ま
で
の
思
い
を
涙
を
流

し
て
訴
え
て
き
た
の
で
し
た
。

今、

A
子
さ
ん
は
両
親
を
困
ら
せ
、
両
親

の
自
を
自
分
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
で
、
愛
情

を
確
か
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

子
供
が
問
題
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
、
そ

の
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ぷ
守
ま
で
の

自
分
の
あ
り
方
で
は
も
う
成
長
で
き
な
い

よ
。
と
周
り
に
助
け
を
求
め
て
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
同
時
に
家
族
の
あ

り
方
も
問
わ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

A
M

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
醤
小
学

校
北
側

・
電
話
お
|
六

O
一
二
)

「むをう)おま蹴w斑」空き獄〉配湖南ひらコかミスセタコンテスト
。 申し込み ひらつか天城山荘

・電 話 0558-87 - 1050 

• FAX  0558-87-0557 

・住所 〒410-32 静岡県田方

郡天城湯ケ島町上船原1120-1 

• 1泊 2食付大人4.050問、小人3.530円

。問い合わせ 交流親善錬(内線597)

ミス七夕募集 3人

O印まだ余裕がある×印満室

6"k臼)1 2 3 4 5 6 7_ 8 9 10 II 12 13 lj 15 1.6 17 1.8 1.9 2g 2.1 2.2 2.3 24 2_5 26 27 2Jl 29 3.0 
月 (飽)ろ水木金上回月火 水木金土日月火水木金土日月火水木金土日月火水

l' '-'0000 x 000000  x 000000  x 0 x x x x 0 x 0000  

早めに申し込みを会印

は

。
て

を

い

せ

つ

わ
に

合

中

い

間

間

期

お
み

に

休

荘

夏

山
初
火

o
m月
x

凶
日
ム

げ
土
X

時
金
A
品

目
木

O

M
水
X

U
火

x

u月
x

n臼
O

ω土
X

9
金
A

8
木
X

7
水
X

6
火
X

5
月
X

4
臼
A
U

3
土
X

2
金
O

H
H
体
O

臼
砲

7

月
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yrtu t-jl;221訂正 柳 欄j J 時 保健所 :ん… A5
: @平塚保健所 平塚 市笠 原町 :・15日 3年12月21日--31日: :・母子手帳、館記用具を持参: / づ....，...・・・・ー ¥ = . g 2ト…一→-21幻1電醐叩話郡3…o [守;才Tt 4 月引1… 
認 a駒幼奥脳錨譲繍 : .17B 2年削…4叶月附16臼ト町…~寸叩3叩O臼:.会場平塚保健 日 ¥ Q ~'" ~ G/ ~tJ c/' ~パ! ..:~て一 窓

g.受鮒付 午怜後 l晴時 : 冒 田 令 e ::=z諮2臼午ぷ品♂品?弘4ιムE己コi一03 ;一 3カか山、

虫 .会場保健センタ一 : 伊言~壱予予 切 2?P ;.申し込み電話で平塚保健 ; で、 BCG接種を 1 回も受~ ¥ _.. - -- J雲
雲 .母子手帳、鍍蹴記用鵬共、歯ブ ~G2l (B 凪 ; 所ヘ。 iZど222離 を。ド ¥ ・LlFE・ / 霊
童Zμ1歳 6か月児のみ) ;.第1期 3 か月以上 4 歳未 ~~歯予防敏怠 :422F22222L j ¥←___.-/ 喜
信 【3か月児】 ; 満の乳幼児。 3週 間 から 8 : : : ・相談日毎週水昭日 通

警:沼 ;22直二;;ij.2fZTユ民自ぷ片品22zz;2222:宙抱 羽箆 122午前 9時30分~川護
. 

22・23日 5年 2月21日--28日 : 祭種目から1年 以上1年 6: ん : : ・会場保健センタ- = . 
22 【1歳 6か月児】 : か月以内に1回受ける。 :. 日時 6月2臼 午前10時 j・対 象 乳 幼 児 :. 内容体重測定、栄獲、病=

祭 ι 一 一一千---~ 気、育て方、 予 防接租のこ祭

g d7 i kプーII予防輝則 月カレンダー I・話帳を持参 3 
33Y鮎;制ちゃJa画EJS川 E 斗 I . ~欄臓鱗 3
義alEI22f私ZEAL31a防炉研、JIIJ、二J可ヲInJω:乳抑留み1222fE

ん (37蔵 )と桂子さん (36歳) ・・F 司凪 ^ ~ ~ : r母 子 手帳別冊j を持参 のう讐
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広報ひらつか平成5年 5月 15日〈フ〉

人
間
ド
ッ
ク

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
人

間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。

マ
受
診
で
き
る
方
平
塚
市
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
を
満
た
す
方
で

1
世
帯
1
人

①
刊
歳
以
上
(
昭
和
泊
年
4
月

1
日
以
前
の
生
ま
れ
)
の
方

②
平
成
4
年
4
月
1
日
以
前
か

ら
引
き
続
い
て
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方

③
平
成
4
年
度
以
前
の
保
険
税

を
す
べ
て
納
め
て
い
る
方

マ
受
診
人
数

三
百
人
(
申
し
・

込
み
多
数
の
と
き
は
抽
選
)

マ
受
診
機
関
、
自
己
負
担
額

共
済
病
院
(
二
万
三
千
六
百

九
十
円
)
、
市
民
病
院
(
二
万

三
千
五
百
四
十
円
)

マ
申
込
期
限

6
月
初
日
(
水
)

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
請
哲
(
各
地
区
公
民
館
、

ひ

ら
つ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
J

、
保
険

年
金
隈
に
あ
る
)
を
保
険
年
金

課
給
付
係
(
内
線
ニ
四
七
)
へ
。

生
ワ
ク
チ
ン
を

市
で
は
、
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク

チ
ン
の
集
団
投
与
を
受
甘
ら
れ

な
か
っ
た
乳
幼
児
を
対
象
に
、

市
民
病
院
で
受
貯
付
げ
る
。

マ
期
日

6
月
7
日

(月
)

マ
料
金
有
料

申
し
込
み
は
、

6
月

3
日

(
木
)
ま
で
に
市
民
病
院
医
事

課
(
電
話
詑

l
O
O
一
五
)
へ
。

歯
ぐ
さ
の
検
診

マ
日
時

5
月
お
日
(
火
)

・
妊
婦
の
方
午
前
9
時
i
m

時
却
分

・
妊
婦
以
外
の
印
歳
未
満
の
方

1回目 2四回 会 場

1 1 1 (μく) 811 (* ) ※ 城 島 公 民 館 、 ※ 削iti出

協土沢支所

2 fl (7)<) 9 il (併号) 花水公民館、令日公民館

3 11 ( ヨド) 10 fl (方ミ ) 大神公民館、中Jj;(公民館

4 1 1 (金) 11 r 1 (金) あi祉会館、※湘I対位協位

田支所

15口(火〉 221 1 (火 ) ※金田公民館、※湘I村民

協同l崎支所

1611(7)<) 2311 (ノ~) j也市公民館、宇111川公民古代

1711 (フ伏) 2411 (対() 須賀公民館、大野公民館

18il (金) 25 fI (金 ) 保健センター

午
後
1
時
1
2時
叩
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
妊
婦
お
よ
び
印
歳
未

満
の
方

マ
内
容

日 本 脳 炎 予 防 接 種 目 程 (6月)

検
診
と
歯
磨
き
練
習

マ
母
子
手
帳

(妊
婦
の
方
)
、

普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、

コ
ッ
プ
を
持
参

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
ロ

l
O
一
三

O
)
予
約
制

はがきに赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の

所、氏名、年齢、屯話番号、会社名を記入のうえと応

鉱ください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで?。応;J;

されたはがき(1日掲載分は1臼--15日締め切り、15目 指蹴分は16日~月末締め切り)は 、 抽 選 に

より翌月の広報紙に掲蛾します。会送り先

〒254平塚 市 浅 間 町 9-1 平塚市広報

広聴課「赤ちゃんのステージ」 係

悩
み
の
相
談

{
心
の
健
康
相
談
}

マ
期
日

5
月
四
日
(
水
)
、
初

日

(水
)

・
時
間

午
後
1
時
初
分
1
3

後
1
時
羽
分

3
3時
初
分

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
対
象
お
年
寄
り
の
物
忘
れ

等
で
悩
ん
で
い
る
方

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所
(
電

話
回
i
O
一
三

O
)

時
初
分
訪
問
も
可

マ
会
場

平
塚
保
健
所

マ
対
象
心
や
ア
ル
コ
ー
ル
等

で
悩
ん
で
い
る
本
人
や
家
族

{痴
呆
(
ほ
う
)
疾
患
相
談
}

マ
日
時

5
月
初
U

(水
)
午

お
年
寄
り
は
一
般

に
寝
つ
き
が
惑
い
、

眠
り
が
浅
い
、

一
度

目
が
党
め
る
と
眠
る

の
が
難
し
い
な
ど
の

特
徴
が
あ
る
。
こ
れ

ら
は
年
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
ζ
る
生
理

的
な
変
化
に
よ
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
ぐ

っ
す
り
眠
り
た
い
の
に
眠
れ
な
い
と
い
う
の

は
、
お
年
寄
り
に
限
ら
ず
だ
れ
で
も
つ
ら
い

も
の
で
あ
る
。
で
は
、
ぐ
っ
す
り
眠
る
た
め

に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。

ま
ず
、
生
活
習
慣
を
規
則
正
し
く
す
る
こ

と
が
大
切
で
、
寝
る
直
前
に
食
事
を
と
っ
た

り
、
空
腹
だ
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
食
事

の
時
間
と
位
に
は
十
分
に
気
を
つ
け
る
。
特

に
寝
る
前
の
お
茶
や

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
は
、

加
F
句

、

利
尿
作
用
が
あ
る
の

同

州

州

盟

、

で
避
け
る
こ
と
。

~γ-¥酬
幽

〆

次
に
心
配
事
を
増

。

ゐ
酬
州
酬
M
U
t
や
さ
な
い
よ
う
に
す

ご
向lm川
U

6
0

る
と
と
で
あ
る
。

心
配
事
や
悩
み
、

不
安
な
ど
が
あ
る
と
、
眠
ろ
う
と
思
っ
て
も

眠
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
家
族
や
友
人
と
の

会
話
を
積
極
的
に
も
ち
、
自
分
ひ
と
り
で
悩

み
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
ゆ
っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
散
歩
や

ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
す
る
の
は
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
も
な
り
、
安
眠
に
つ
な
が
る
。

寝
る
前
に
ぬ
る
め
の
お
湯
に
ゆ
っ
た
り
と

っ
か
り
、
心
と
か
ら
だ
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ

る

の

も

よ

い

。

(

健

康

謀

)

時聞は、午後1時30分--3時まで。※印の会場は、

午後 2時から 3時まで。母子手f娠を忘れずに。

健公演総竹

安

眠

愛・ふれ愛・たすけ愛 ‘万\れき愛まJ~"
冥途の飛脚一梅川・宏、兵衛一

日時 7月15日(木)昼の部 1時間演

夜の部 6時開演

市民センターホール

中村庸治郎、片岡秀太郎、坂東吉弥、

尾上松助、中村桜彩ほか

O入場料 S席4.000円、 A席3.000円

。前売 り 市民センター、チケットセゾン、チケツ

トぴあ(長崎昆4階)、ヤンレイレコード{ラス

カ 4階)、稲元自楽部J応、サクラ"{'11苫本r.5、花水

君主I苫

・問い合わせ

-会場

。出演

福祉施設、福祉団体などが協力し、す J 

べての人が福祉を理解しあい、手を取り 千

合 って‘心ふれあうまちづくり砂を求め

て開催 する0

0期日 5月16日(日)雨天中止

午前11時~午後3時

総合公園「出会いの広場J
縁日、バ ザ ー 、 施 設 紹 介

手作り 品、あそびコーナ一

平塚市社会福祉協議会

。場所

。内容

電話32-2235市民センター
-問い合わせ




